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1 .はじめに
























Mt 23，33 ziard? p‘axnowc‘owk' i datastane gaheni-n =甘心宮中UYllTE a廿O Tfi雪
印 {σ正ω宝 T有吉 yEEννηヲ; iお前たちはゲヘナのさばきからどのようにして逃げようとい
うのかJ(1) 
このことは、 アルメニア語 datastanが 8(川「刑罰」にも対応していることにより
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支持される・
Jd 7 orp白 Sodomnew Gomor， ew or勾 z-nok‘ok‘k‘alak'-n，or gst nminδrinaki 
pornkec‘an z-het gnkerac‘-n marmnoc'， kan araJi orinak ~-vawitenakan hrov-n 




次の箇 所では KαTα創 刊 に patowhas があてられているように見えるが、
KαTα叩 {νωKαTaKPlσl S'， KαTa KPlμα と いう語群には通例 datapartem，
datapartowt'iwnがあてられていることから、 patowhasは異読&(刊に対応して
いる可能性がある:
Ac 25，15 xndrein y-inen arnel nma patowhas =αLTOUμενOl KαT'αUTOU 
KαTα創刊ν[&(κη] I彼らは私に，彼に有罪の判決[処罰}を下すように要求した」
2 - 2. KOAa(ω= patowhasem / tanJem ;凶入ασlS'= tanJank‘ 
ギリシア語には結果的に過酷な苦しみを受けるという合意があり、 Baltzand 
Schneider (s. v.)でも I(特に体罰によって)懲らしめる、折撞する」という語釈
がほどこされている:






2Pe 2，9 z-anorens pahel斗担註型 awowr-ndatastani = dδ(KOVヲ&Ed S'~ IlE pαv 
Kp(σεωS' KoAa(ouEνOVS: Tη仰い「不義の人々をさばきの日に懲らしめられるべく監
禁しておく」
これと関連して、アルメニア語では patowhasemのほかに、 tanJemが KOAa(ω
を訳していると見られる例もあり、名詞の対応 KO入ασlS'= tanJank‘とのつながり
2-
も納得される。次の箇所で tanJic‘ik‘は KOAaq)L(oμενOlではなく、異読 KOAa(oμ日 Ol
に対応していると考えられる。 KoAa中(ω 「拳で殴る」はアルメニア語で krp‘emあ
るいは krp'aharemであるので、名詞との対応関係から見ても、ここでは異読によ
る訳であるとの見方が支持される.
1Pe 2，20 in己‘? eraxtik' ic‘en， et‘e YOrZam melan己‘lC‘ek'， tanJic‘ik‘ew 
hamberic‘ek‘「あなた方が罪を犯した時，懲らしめられて〔それに〕耐えているな
ら、なんの優れたことがあろうか」
Mt 25，46 ertic‘en nok‘a i tanJans-n yawitenakans， ew ardark'-n i keans 
yawitenakans = aτ正入EUσ01ノTαlo{nol d <;'KO入ασIνα[φνlOV，Ol oE O( Kαl 0 l正L<;' ，ω内v
dφνlOν 「その者たちは永遠の刑罰へと就くだろう.そして義人たちは永遠の命へ
と〔就くだろう JJ 
1Jn 4，18 erkewl ;md tanJanδk' e = o判。0<;'KO入ασlVEX正lr恐れは懲らしめの下
にある J[Gk:恐れには懲らしめが伴う]













Lk 23，15・16ew ard 0己‘ ln己‘ mahow arZani e gorceal dora. 茎主主主主正旦~ zda ew 
arjakec‘ic‘「彼は死に価するようなことは何もしていない。私は彼を盟主三二三釈放
してやろう」





He 12，11 amenayn xrat ar zamanak-n oc‘ owraxowt‘ean t‘owi， ayl 
trtmowt‘ean r鞍けはすべて、その時は喜ばしいことではなく、辛いことに思われ
るJ






2 - 5. TlμωpEω= patiem Tlμωp(α= pati長， ETTlTlμ{α= patowhas 
TlμωpEω 「罰する，処罰する J は人にしかるべき罰を受けさせるという含みを持
っている
Ac 26，11 ;)st amenayn zolovrdoc'-n bazowm angam patzeal z-nosa， brnadat色i
hayhoyel r私はいたるところの会堂でしばしば罰をもって彼らを強要して〔イエ
スを〕官漕させようとした」
Ac 22，5 acel ew anti kapeals y-EM， zi patzesc‘in rそこに〔し、る者たちを〕縛
り上げ、エルサレムに連行して処罰するために」
名詞 Tlμωp(α に対しては patiemの基底語 patizがあてられている。Olsen(1999: 
902)によれば、この語は複合語 *pati-tuz(a)・→六pati-tiz(a)・であり、その後項
には toyzk‘「刑罰」、動調 towzemr罰金刑にする J(towzim r罰金を払う J)が認
められる:
He 10，29 isk or己‘ap‘?sastik patioc‘ariani hamaric‘ik‘z-ayn， or z-ordi-n AY 
ar otn ehar r神の子を踏みにじった人は、どれほどひどい刑罰を受けても当然だ
と，あなたたちは思わないか」
以下のルカの例では、動調 καTa8lKa(ω 「有罪の判決を下す、罪に定める Jに対し
て patzem、名詞 Kp(μα 「罰、懲罰 J に対して patizをそれぞれあてている:
Lk 6，37 mi pat民k'，ew 0る‘ patiic‘ik‘「あなたたちは罰するな、そうすれば罰せ
られることもないだろう」
4 
Lk 23，40己'.erkn己‘isdow y.AY zi i nmin patzi kas = .OTl ÈνT~αÙT~ KPlμαTl 
E t ["お前は同じ刑罰[=疎刑]を受けているのに、神を恐れないのか」





TLμωpEω， Tlμωplα の系列とは若干異なる E1TlTl[1lα に対しては、アルメニア語で
もその前項に patiz と同じ大pati.を含むと見られるが patiz とは若干異なる
patowhasをあててその違いを示している:
2Cor 2，6品ate aynpiswoy.n patowhas.n ayn， or i bazmac‘anti e ["そのような
人にとっては多数の者たちによるあの処罰で十分だ」
patowhasは上記の「処罰」のほかに、「有罪の判決J(KαTα8印刷や「脅し、脅迫」
(a TTE l入司)にも対応するが (3)、とくに注目すべきは次の箇所で同語反復的な patiz
patowhasi ["厳罰 j が用いられていることである:
He 2，2 amenayn yanc‘awrowt‘iwn ew anhnazandowt‘iwn ~nkalaw z.patiz 




2 -6. {;ημlOOμαl = towzem 
ギリシア語は「罰せられる、罰を受ける、罰金を科せられる」意もある:








上掲の 1Cor3，15は先行する et'eowrowk‘gorcs z-or品ineac'kac‘c‘長， varjs arc'e 
「もしもある人の建てた仕事が残れば、その人は報酬を受けるであろう J と対句
をなしており、「報酬を受ける」との対比で言えば「損失を受ける」と解釈した方
が自然であるとも考えられようが、アルメニア語 towzem は「罰金を科する Jの
意が主たる意味であるから、アルメニア語翻訳者の解釈は「罰を受ける」という
ニュアンスを前面に押し出している。
2 - 7. E KOLKEω= xndrem z-vr己記;E KO( Kησl<; = vrez / vr己主xndrowt'iwn; O( K1) = 
vrez 
EKOlKEω 「処罰する、懲罰を課す」は動詞+直接補語の連語形で翻訳されている:
2Cor 10，6 i patrasti ownimk‘xndrel z-vrez y-amenayn anhnazandowt‘ean I私
たちはすべての不従順を処罰する用意ができている」
名詞としては単独形 vr誌と連語派生形 vrezxndrowt‘iwnがある
1Pe 2，14 dataworac‘ ibrew i nmane arak‘eloc‘ i vreixndrowt‘iwn 
c'aragorcac‘-n I犯罪者を罰するために彼によって派遣されている者としての総督
たちに〔服従せよ]J 
2Th 1，8 arnowl z-vrezs y齢 aync‘anるoyk‘oc‘cana己‘enz-AC， ew or oc' hnazandin 
awetarani-n TN meroy = OLOOνTO吉正 KO(KησtνTOl<;μ内ElOOσtνO正OνKαlTOl <;μ内
6παKOUOUσtνT0 EVαYYE入川 TOUKUpl ou ~μ心 ν 「神を知らない者たち，そして私た
ちの主の福音に聞き従わない者たちに懲罰を課すJ
2Th 1，9 ork‘tayc‘en vrezs i satakowmn yawitenic‘= OlTLVE<; OlK1)νTlσOUσtν 
6入E8povα{φνLOν 「このような者たちは永遠の破滅という罰を受けるであろう J(上
掲 2- 6 : Jd 7 datastan参照)
名詞 vrez(vrizow; vrezk'， vrizowc‘)には大きく①「復讐、報復、仕返し j、②「罰，
懲罰」の意味があり、動詞 lowcanil/pahanjil/tal と結合して「罰を受ける J(Ol川
[ T(νω] 2Th 1，9)、動詞 arnow l/xndrel/hanelと結合して「復讐する、仕返しをする;
処罰する、懲罰を課すJ(E KOLKEω2Cor 10，6)のように用いられる。 xndremz-刊誌
は原語 EKOLKEω の①「復讐(報復)する」、②「処罰する Jの両義に正確に対応し







Ro 13，4b AY spasawor品vreixndiri barkowt‘iwn aynm or z-c‘ar-n gorcic‘e rそ
れは神の奉仕者として、悪をなす者に対しては、怒りをもって報いをなすものな
のだ」





2 -9. opγ首=barkowt‘lwn 
原語は「怒り」を意味するが、正廿l<tEpωT内νopγ首ν「怒りを下す」という表現にお
ける「怒り」は Bauerの語釈では‘wrathfulpunishment' (Zorngericht) とされ
ている
Ro 3，5 mit‘e aniraw? in己‘ eAC or acるz-barkowt'iwn-nr怒りを下す神は不義な
のではないだろうか」
Louw & Nidaは「怒り Jを「罰」と関連づけて‘divinepunishment based on God's 
angry judgement against someone' として Bauerの語釈に沿った解釈をしてい
る。
2 - 1 O.μασTlyoω= tanJem 
原語の「鞭打つ」という具体的な意味を含意しながら、ここでは厳しい処罰に言
及されている:
Mt 10，17 i zolovowrds iwreanc‘tanJesc‘en z-jez r彼らは彼らの会堂であなた方
を鞭打つだろう」
He 12，6 tanJe z-amenayn ordi z-or ~ndowni r彼は受け入れようとする子を皆鞭
打つJ
μασTlyoω は物理的な衝撃としては ganharkanemにも対応しており (5)、ここで
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tanJemは罰としての「鞭打ち」を意味するものとして用いられている。この動詞
は「苦しめる、悩ます、痛める j (戸ασανはω) と並んで、「懲らしめる j (κoAa(ω， cf. 
上記 2- 2) にも対応しているようであり、意味的にはこれらの中間に位置する
具体的な行動と理解される。
2 - 1 1 .δLXOTOI1Eω = ktrem ;md m可
ktrem ;md m司「真っ二つに切る Jは複合語を分析的に訳したもので、「厳罰に処する]
というニュアンスで用いられている (6)
Lk 12，46 ekec‘吾 TRcarayi.n aynorik y.awowr y.orowm akn oc‘ownic'l ew i zamow 
y-orowm oc‘gitic‘吾， gndm可ktresc屯 z.na，ew z-mas.n nora gnd anhawats dic‘e rそ
の僕の主人は彼の予期しない日に，そして彼の知らない時刻にやって来て，彼を細切
れにし，彼の運命を不忠実なものどもと同類にするだろう J(cf. Mt 24， 50-51) 
2 - 1 2. sασανはω=tanJem ; TUμταvはω=ko討wcem
肉体的な苦痛による罰・拷聞を意味する:
Mt 8，29 ekir tarazam tanJel? z-mez rお前はまだその時でもないのに俺たちを
苦しめるために来たのかJ
He 11，35 kesk‘ko品kocec‘anew己‘ewews gnkaleal z-p‘rkowt'iwn， zi lawagoyn 
yarowt‘ean-n hasanic‘en = a入 OL δ三 正TUμ廿αν{σ0ησαV OU 叩 0σδEE;aμEVOL T合v





3. 報い、返報 CReward，Recompense) 






3 - 1.μlσeos-= varj 
-8-
肯定的な「報酬、報しリは以下のようである:
Lk 10，7 zi arZani e m品ak-nvarjow iwroy I働き人がその報酬を得るのはふさわ
しいことだカミら」
Re 11，18 tas varj s car ayic‘k‘oc‘margarelc‘「あなたの僕なる預言者たちに報酬
を与える〔時が来たJJ 
Mt 5，12 varjk‘jer bazowm en y-erkins Iあなたたちの報いは天において多い」
Mk 9，41 or arbowsc‘る jezJowr bazakaw y-anowns y-ays t‘e dowk‘K‘1 ek'， amen 
asem jez mi korowsc‘る z-varjsiwr Iあなたたちがキリストの者であるという理由
で、あなたたちに 1杯の水を飲ませてくれる者は、アーメン、私はあなたたちに
言う，自分の報いを失うことはない」
Ro 4，4 aynm or gorcic‘e-n， 0己‘ hamarin varjk'-n dSt 品norhac‘， ayl dSt 
parteac‘「業をなす者にとっては、報酬は，恵みに従って与えられるものとみなさ
れるのではなく、むしろ当然の支払いとして与えられるものとみなされる j
1Cor 3，8 iwrak‘anc‘iwr ok‘z-iwr varjs arnowc‘ow dSt iwrowm vastakoc‘「各人
は自分の報酬を自分の労苦に従って受けるであろう」
Mt 10，41 or dndowni z-margare y-anown margarei， z-varjs margarるiarc'e. ew 
or dndowni z-ardar y-anown ardaroy， z-varjs ardaroy arc‘6預言者を預言者であ
るということで受け入れる者は、預言者の報いを受けるであろう。また義人を義
人であるということで受け入れる者は、義人の報いを受けるであろう J(cf. 10，42) 
Re 22，12 aha gam valvalaki ew varjk‘im dnd is， hatowc‘anel iwrak‘an己‘lwr





Mt 6，2 (= 5 = 16) ayn isk en varjk‘noc‘a=aTTEXOUσlV TOVμtσeOναdT心ν 「彼ら
はその報いを受けてしまっている j
アルメニア語は存在文であり「彼らにとって報いがある」のような意味であろう。あ
るいは Klein(1996: 38)が指摘しているように、aynを話題化された要素とみて‘ (As







Ro 6，23 t‘o品ak-nmelac‘mah e = Ta ya p o中φνLaT行caμαpTLαc eavαTOC r罪の
報いは死である」
3 - 2. dVTLμ印刷α=darj p‘oxarini / hatowc‘owmn 
ギリシア語の接頭辞 dVTL- とこれに対するアルメニア語の前者の訳 darj圃が示し
ているように、報いの相互的な性格が強調されている。これはまず否定的な意味で，
男同士の性的な交わりに対する罰として用いられている:
Ro 1，27 arowk‘;"lnd arows z-xaytarakowt‘iwn gorcein， ew z-darj p‘oxarini -n or 




2Cor 6，13 (11) sirtk‘mer ;"lndarjakealk'. (12)… i gowt‘s jer nelic'ik‘. (13) ard 




対格はおそらく;"lndarjakec‘arowk‘の同族目的語 (cf. BDF ~154: T合V aVT~v 
aVTLμtσe(αV ...πAaTuν0ηT正 =TOVαVTOVπ入αTVσ凶vφ宮 aVTlドtσ9(αV r (自分が受けた
のと〕同じ広がりを報いとして広げてほしい J)であろう。
3 - 3. d廿ou(δωμL= hatowc‘anem 
ある個人が何に値するかによって、肯定的であれ否定的であれ、その者に報いる
という意味である:
Mt 6，4 hayr-n k‘o or tesane i cacowk hatowsc'e k‘ez yaytnapes r隠れたところで
見ておられるあなたの父が公然と報いて下さるであろう J
Ro 12，17 mi owmek‘己‘aric‘ar hatowc‘anるk‘「誰も悪に対して悪を報いるな」




これに呼応して 10節と 9節で報いが対称的に提示されており、 hatowc‘anemの中立
的な性格が明瞭に見て取れる・ (7)or hamberowt‘eamb en gorcs barowt‘ean ew 
z.p‘ars ew z.patiw ew z.anelcowt‘iwn xndren， z.keans.n yawitenic‘「善き業を忍耐
しつつ行いながら栄光と栄誉と不朽なるものを求める者たちに対しては永遠の命を
〔報いとして与え JJ、 (8) isk or i hakarakowt‘ene anti en， ew apstambk‘i 
ぬmartowt‘en己.n，ew zhet ert‘al z.anirawowt‘ean， barkowt‘iwn ew srtmtowt‘iwn rし
かし，分争心にかられた者たちゃ、真理に従わずに不義に従っている者たちに，怒り
と憤りとを〔与えられる JJ 0 (9) nelowt‘iwn ew anjkowt‘iwn i veray amenayn mardoy 
or gorce Z.己‘ar，nax hrei. n ew apa het‘anosi r悪を為すすべての人間の上には，ユダ
ヤ人をはじめとしてギリシア人の上にも，顛難と苦悩とが[与えられJJ、(10)p‘ark‘ew 
patiw ew xalalowt‘iwn amenayni or gorce z.bari， nax hr吾i.new apa het‘anosi rユ
ダヤ人をはじめとしてギリシア人にも，すべて善を為す者には，栄光と栄誉と平安と
が〔与えられる JJ 。
3 -4.μtσ0απ000σ{α= varjk‘hatowc‘man / patiz patowhasi 










He 10，35 mi mer話 k‘ i jeJ Z. hamarjakowt'iwn-n jer， y.orowm kay 
mecac‘variowc‘hatowc‘owm!l = . riTlS' EXEl IlEYa川νμlu8απooou(αV rあなた方
は自分たちの確信を棄てではならない。それには大いなる報いがあるのだj
(否定的な意味で〉




原語 EV8LKOν「しかるべき，正当な」は訳されていないが、類義の patiz とpatowhas
を結合することによって原語 μσ0αTTo80σ{α の好ましくない意味を強調すると共に、
原文の 2語の数に合わせて 2語として写している。
3 -5.μw9α廿08OTηc= pargewatow 
pargewatow r報いを与える者j はギリシア語複合語 μσeoC+a廿08(8ωμtの敷き写
しであるが、上記とは異なり μtσeoC に対して pargewr贈り物、報し、」、 d廿08品ωμl
に対して -tow(tam， etow) r与える者」を充てて、神について用いている oLazarean 
(2006: 586)には pargewatowの類義語として複合語 pargewabasx，品norhatow，
snorhajir， varjahatoic‘が掲げられており、 basxoyk‘「贈り物J、jirr贈り物」な
どから意味的にはプラス評価と考えられる:
He 11，6 hawatal adan長aynmor merjenay ar AC t‘e e AC ew or xndren z-na 
lini pargewatow r神の前に進み出ようとする人は、神が存在し、彼(神)を希求す
る人々に対して報いる者になることを信じたはずだ」




「お返しする J という意味が能動・受動の連続によって表現されている (8)
Lk 14，14 ew eraneli linic'is， zi 0己‘ owninp‘oxarるnhatowc‘aneloy k‘ez， ew 
hatowsc‘i k‘ez p‘oxaren i yarowt‘ean ardaroc‘=καiμαKa pLOCぜσ11，δTLOUK 
ExovσL Iノ dνTαπ080uvα{σOL，àνTα廿o80e~σ正 TαL yapσ016νTft aνασTaσEL Tρv 
8LKα{ων 「そうすれば、幸いだ、あなたは。彼らはあなたにお返しするすべを持っ
ていなし、からだ。まさに、義人たちの睦りにおいて、あなたにお返しがなされる
だろう J(下記 3-7 Lk 14，12参照)
一方、「報復する、仕返しする Jは p‘oxarenを伴わずに単独の hatowc‘anemが対
応している:
Ro 12，19 b / He 10，30(pl.) im e vrる長xndrowt'iwn，ew es hatowc‘ic'， ase TR = 
dμOl EK8(KT]ULC， EyφdνTαπoωσω， AEYEL KUpLOC r復讐は私のこと、私が報復する、
と主が言われる J
-12 
2Th 1，6 hatowc‘anel ne記‘ac‘-nmeroc‘nelowt'iwn Iあなた方を抑圧する者たち
には抑圧を報いとして返すこと」
3 - 7 _ aVTO廿o80σlS' / aνTαπo80μα= hatowc‘owmn 
hatowc‘owmnは上記 3-2で dνTlμl(J8(α に対するが、以下のような箇所ではこ
れ以外の原語 aVTα廿O80(JlS' (Col 3，24) / a VTατo80μα(Lk 14，12; Ro 11，9) に対して
肯定的な意味にも否定的な意味にも用いられている:
Lk 14，12 zi mi ew nok‘ap‘oxaren koc‘esc‘en z-k‘ez ew linic‘ik‘ez hatowc‘owmn 
「彼らもまたあなたを招き返して、あなたにお返しをすることがないように J(上
記 3- 6 Lk 14，14参照)
Ro 11，9 elic'in selank‘noc'a y-orogayt'， ew y-ors， ew i gayt‘aglowt'iwn， ew i 
hatowc‘owmn noc‘1n彼らの食卓は、彼らにとっての畏に、そして網に、そして蹟
きに、そして報復になれ」




次の例はギリシア語名詞に対応していないが、 adani_. z-ha towc‘owmn arnem 
= a Clα... a廿0入αμsaνω から見られるように、原語にない名詞を hatowc‘owmnで
補うことで、犯罪者たちに対するより具体的には「罰」といえるものが示唆され
ているという点で注目される:




E K8l KEω= vrezxndrem / xndrem z-vrez; E K8(κησlS' = vrezxndrowt'iwn / (xndrem 
z-)vrez 
Louw & Nidaはこの下位領域を上記の「罰、報しリとは異なる意味領域「敵意、
争いJ( Hos tili ty， S trife) のもとで扱っているが、この下位領域は「報い、返報J
とも意味が接しているので、ここで見てみることにする。





Ro 12，19a mi z-anjanc‘vreixndrek‘「あなた方は自分自身で報復するなJ
Re 6，10 min己‘ew y-erb? oc‘ datis ew xndres z-vre是 arean meroy 
bnakc‘ac‘erkri rし、ったいいつまであなたは地上に住む者たちに対して裁きを行わ
ず、私たちの〔流した〕血の復讐をしないでいるのか」
Re 19，2 dateac‘z-pornik-n mec i pornkowt‘ean iwrowm， ew xndreac‘z-vrei 
arean carayic‘lwroc‘i jerac‘nora r(神は)淫行のかどでかの大淫婦を裁き、自分
の僕たちの〔流した〕血の報復をかの女になした j
Lk 21，22 zi awowrk‘vrるixndrowt‘eanen aynok‘ik， ar i katareloy amenayn 
greloc‘「なぜなら、これらこそ、〔聖書に〕書かれているすべてのことが満たされ
るべき報復の日々だからだJ(cf. Deut 32，35) 




Ac 7，24 teseal z-omn zrkeal z己‘arec‘aw，ew xndreac‘z-vrei zrkeloy-n spaseal 













に関して Baltzand Schneider (1991: 319) に‘Theimage is from J ewish 
tradition and gives no further or more precise information about the form of 
the punishment' と解説されていることからも明らかである。
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(2) tanJank‘は他の箇所で似σavoS'(Mt 4，24)， j.1aσTLC (Mk 5，29) に対応している。
前者は「拷問、責め苦」、後者は「鞭(打ち)J で共に肉体的苦痛を与えるもの
である。
(3) Ac 25，15 ibrew 6'ogay y-EM， zgac‘owc‘in inj k‘ahanayapetk'-n ew 
glxawork‘hreic‘n， xndrein y-inen ai'nel nma patowhas = ...aLTouμEVOl KαT' 
αUTOU KαTα訂刈ν「私がエルサレムに行った時、祭司長たちゃユダヤ人の長老た
ちが彼を告訴して、有罪の判決を下すよう私に要求した」。無論、アルメニア語
訳は「彼に罰を下す」とも解される。同様に、 Eph6，9 nerelov ai'nel z-patowhas-n 
=aVlEVTES'T内V a TE l川ν「脅しをかけることを止めることでj も「罰を下すこと
を止める」と解することができる。ともに原文と異なり動詞 ai'nelrなすJを添
加して patowhasと連語化していることも、こうした解釈の可能性を強めている。
(4) これらのほかに EKdlKEω には「擁護する j、Edil KllGばには「擁護J という意味
もあり、前者は datai'nem，後者は ai'nemvrezxndrowt'iwn [+与] r・・・を擁護す
る」という形で訳されている・ Lk18，3 dat ara inj y-awsoxe imme r私を訴え
る者から私を擁護せよ J; Lk 18，7 isk AC 06‘? ai'nic‘e vreixndrowt'iwn 
cai' ayic‘iwroc‘or alalaken ai' na i towe ew i gi品erir神は，昼夜を問わず神に
叫んでいる僕たちを擁護されないであろうか」。
(5)たとえば、 Jn19，1 ai' Pilatos z-YS ew gan ehar (= EμασTlyωσEV) iピラトウス
はイエスを引き取って鞭打たせた I。
(6) ktremは r(木・枝を)切る，切り倒す，刻む，刈る J(EKKO廿TωLk13，7;αlpωJn 
15，2) : Jn 15，2 amenayn owi' or y-isるewOC‘bere ptowl ktr長z-nar私の内に
ある枝で実を結ばないものはすべて〔父が〕刈り取る J。
(7)兵士に対する oe心νlOν に当たる t‘osakは次の箇所に見られる:Lk 3，14 sat 
lic'in jez t‘o品akk'-njer rお前たちにはお前たちの給料で足りるであろう J; 1Cor 
9，7 o? ok‘erbek‘zinoworic'i iwrovk‘t‘o臼 kるk‘「誰がいったい自分自身の食糧を
携えて兵役に服するであろうかJ; 2Cor 11，8 z-ayl ekelec'is koloptec'i ai'eal 
t‘o品aki jer spasaworowt‘iwn r私は、あなた方に奉仕するために〔報酬として
の〕糧を受け取ることによって、他の諸教会を強奪した」。
(8) hatowc‘anenとは用いられていないが、 p‘oxarenと ai'nowmr受け取る」の組
合せで Ro 11，35 ov? et nma p‘ox， ew ai'nowc‘ow p‘oxaren i nmane = Tl S' 
πpOE dωK正ναUT0，Kal àνTα廿OðOe~σETαtαùT0; r誰が彼(主)に貸して，そして彼
から〔自分に〕返してもらうであろうか」。さらに 1Tm 5，4 z-p‘oxarens-n 
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